
☆６年生 原始時代へタイムスリップ！ 

 

 ６年生が社会科で学んでいる、「原始時代（縄文時代、弥生時代）」の理解を深めるために体験

活動を行いました。まずは、縄文時代。「縄文土器」作りです。各自で、模様を付けるための紐や

貝殻を持ち寄り、専用の粘土を使い、オリジナルの「土器」を作りました。形を整えるのが難し

そうで、何度か作り直す児童もいましたが、全員が最後まで真剣に取り組み、個性あふれる「土

器」を完成させました。 

次は、弥生時代。当時の食事について知るために、「雑穀米」の試食を行いました。事前に電気

炊飯器で炊いた雑穀米をおにぎりにして、試食しました。普段食べ慣れている「白米」との違い

に戸惑いの様子も見られましたが、学校菜園で採れた「キュウリ」と「ジャガイモ」も一緒に美

味しそうに食べていました。 

今から約１万年前の電気もガスも水道もない時代に、道具を作り、農耕や牧畜で暮らしていた

人々の暮らしがどんなものだったのか？今回、「土器作り」や「雑穀米の試食」を通して、原始時

代の生活について触れたことにより、「自分でもっと詳しく調べてみよう！」という児童が一人

でも多く出てくれることを願っています。 

 

＜縄文時代へＧＯ！＞ 

【縄文土器作り】 

 

【完成した土器を廊下に展示】 

 

 



＜弥生時代へＧＯ！＞ 

【まずは「おにぎり」作り】 

 

 

【「弥生時代のビデオを観ながら雑穀米を試食】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


